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議  題 

（１）第６４回大野南体育祭について 

 

（２）令和５年度大野南公民館年間事業計画の変更について 

 

（３）６～８月の事業結果報告について 

 

（４）その他 

 ○ 利用者団体登録状況について（報告） 

  



協 議 の 要 旨 

（○は委員の発言、■は議長の発言、●は事務局の発言） 

 

（１）第６４回大野南体育祭について 

    ４年ぶりに開催される令和５年度第６４回大野南体育祭について、副実行委員長である委

員から説明。 

■大野南体育祭実行委員の○委員、説明をお願いします。 

○約７０年前から続いている事業。従来、自治会対抗で行ってきたが、現在の自治会の加

入率が４１パーセントであること、近年の参加自治会は、２１自治会中７～８自治会で

あり、一部の住民しか参加できていない現状を懸念していた。公民館としては地域の住

民誰もが参加できるような体育祭にしたいと考え、今回提案したのが小学校区を意識し

た住所エリア対抗方式である。併せて、フリー参加の競技を増やし、広く参加しやすい

内容とする。また、エリアチーム対抗で（自治会員以外の）個人エントリーの窓口を自

治会に担ってもらう方法を自治会長会議で提案したところ、作業等が負担になり自治会

としての参加の弊害になるという意見をいただいた。そのためフリー種目を増やし、当

日のエントリー受付を公民館が担当することとした。会場は谷口台小学校グラウンド、

時間は午前のみの開催とする。 

  体育祭開催に向け、公民館の委員だけでなく地域の方の関わりも必要と考えている。

以前同様、各自治会から競技役員を選出してもらうことや、小中学校、一般からボラン

ティアを募集したい。特に若い方の協力があるとても助かる。ただ、以前にはあった中

学生のボランティア参加による内申書の加点制度がなくなったと聞いており、実際に集

まるか不安要素もある。新しい取り組みで未知な部分もあるが、とにかくやってみよう

と役員で話している。 

― 質疑応答 ― 

○各自治会や、中学生の競技役員、ボランティアの関わりは、どの段階からと考えている

か？当日からか、事前の打ち合わせからなのか。事前から関わることでモチベーション

も変わってくると思うが、いかがか？ 

○これまでは、中学生のボランティアは当日からの参加だった。自治会からの競技委員は

事前の実行委員会から参加してもらっていた。 

○事前の実行委員会から関われれば、競技などについてよく知ることもできる。学校でも

委員会などの活動が好きな生徒もいるので、公民館の事業を組み立てる上でそういった

こともいいかなと思った。 

○ご意見は今後の実行委員会で提案していきたいと思う。大野南中に今後説明に行くので

検討したい。 

○中学生のボランティアの募集は大野南中だけか？新町中にも行うか？ 

○以前、大野南中、新町中に募集をかけたところ、新町中は少なかったので、ご迷惑だっ

たのかと募集をしない年もあった。この件も実行委員会で検討する。 



 

○画期的な参加方法やプログラム、ボランティア募集など、新たな体育祭の展開はとても

よいと思う。自分も手伝えることがあれば、協力したい。 

○ぜひ、いろいろな方に関わっていただきたい。 

○中学校にボランティアを依頼する際、週末土日のどちらかしか部活動ができない現状な

ので、当日活動日ではない部にボランティアを依頼すれば部活動の妨げにもならず、ボ

ランティアに参加しやすいのでは？やりたい子もいると思う。 

また、先程事前の会議から参加はどうかとの意見が出ていたが、当日だけだと気軽に参

加できる側面もあると思う。学校へは「こんな役割に何人くらい」と具体的に伝えてい

ただくと、子ども達もイメージでき参加しやすいのでは。 

○ボランティア参加については、協力できる時間帯等を確認し担当を決めているので、関

わり方はそれぞれの状況に対応できる。学校へお願いに行く際の参考にしたい。 

○以前、野球部がボランティアに来てくれたことがあった。部活単位だと参加しやすいと

思う。 

○ボランティアを頼む時も対話を持ち、認識のすり合わせを行っておくとスムーズだと思

う。 

○これまでは、ボランティアの方に要望を確認し、こちらで役割を決めていた。 

 今回は意見交換ができる場をつくっていきたい。 

 

（２）令和５年度大野南公民館年間事業計画の変更について 

   令和５年度年間事業計画について、一部変更となった事業について、事務局から説明した。 

●公民館まつり、文化家庭委員会、青少年委員会、保育委員会の各事業について、変更点を

説明。 

■年間事業計画の変更について、事務局の説明どおりでよいか。 

― 全出席委員承認 ― 

 

（３）６～８月の事業結果報告について 

事業の写真をスライド投影し、各委員から報告を行った。 

○文化家庭委員会では、６月２日に「安全安心な暮らし講座 キャッシュレス社会の落と

し穴」を開催。デジタル化社会で生きていく中で、キャッシュレス決済も避けては通れ

なくなっていく。受講者は、まずはその内容を理解する入口に立ったという感じだった。

委員もこういった講座が今後必要と感じた。（参加者１２名） 

 ７月１日、８日に、内閣府少子化対策支援事業として「父子参加型講座パパママニコニ

コ子育て講座」を開催。パパをメインとした講座は初めてで、企画の段階では果たして 

 父親の参加者がいるだろうか？と委員の中で心配があったが、サタデーキッズルーム 

  

 



 

や図書館の読み聞かせでも最近はパパも一緒に参加するパターンも増えているので、

まずはやってみようということになった。参加を促す方法として、パパと子どもがふ

れあう講座の間、ママは子どもの心配をせず、別室でヨガ体験でリラックスをしても

らおうと考えた。父子の部屋の方は、２歳未満の子どもが主なので飽きないように紙

芝居や絵本の読み聞かせとリトミックを組み合わせたプログラムとした。母親対象の

読み聞かせ講座はこれまでもやってきたが、（子育て講座を）父親限定としたのは初

めての試みで、「おはなし紙芝居の語り役の方の話をもっと聞きたかった」「実際に語

りも体験してみたかった」との感想もあり、今後は父親の座学講座も企画したい。今

回初めてのチャレンジだったが、ある程度目的を達成できたと思う。文化家庭委員は

メンバーの平均年齢は７０歳代で、私たちの時代と今では子育てをとりまく状況や、

様子が大きく変わってきていると実感した。（参加者８組２２名） 

○健康体育委員会では、６月４日、市民健康まつりを開催した。２５４名の大勢の参加

があった。（スライドを観ながら）健康チェックコーナーでは、年齢によりテストの

内容を分けて行った。フレイル予防をテーマとした６５歳以上のコーナーでは、骨密

度測定や血管年齢、指輪っかテストなど、とても人気があった。子どもコーナーのさ

かなつりと紙風船、ストラックアウトも子ども達が楽しそうに体験していた。紙芝居

コーナーでは、声優さながらの語りが魅力で人だかりができていた。（参加者２５４

名） 

   ７月２２日、第１回ファミリーバドミントン教室を開催した。気温が高い体育館で運

動するため、飲み物や氷を多めに用意するなど熱中症対策に気を付けた。（参加者２

６名） 

○共催事業「サタデーキッズルーム」について報告。 

毎月第４土曜日の午前中に開催している。ちょうどこども食堂の開催日と重なって 

いるため、サタデーキッズに参加した後にこども食堂でカレーを食べるという親子も

増えつつある。６月２５日は、「紙芝居屋たまてばこ」が担当。（スライドで）前に立

っている女の子がいるが、紙芝居の読み手に何か質問をしているシーン。こういった

子どもの素直な発言が、他の子の関心も誘うことに繋がる。紙芝居を読むたけでなく、

間で子ども一緒に参加できる遊びを交えながらやっている。（参加者４組６名） 

７月２２日は、「おはなしレストラン」が担当。レストランでのメニューに見立てて

プログラムを進めていく。手遊び、紙芝居、絵本の読み聞かせ、パペットを使った人

形劇、工作など、「お話し会」と言ってもいろいろなことをやっている。（参加者６組

８名） 

８月２６日は、「布おもちゃサークルピノキオ」が担当。全国でも有名な長く活動し

ているサークル。その分、作った作品もたくさんあり、その整理に頭を痛めている部

分もある。コロナで子どもに触らせる布おもちゃを限定したところ、以前の部屋中に

布おもちゃを出していた頃より子どもが集中して遊んでいるように見受けられる。 

 



 

以前はとても人気があり子ども達がぎっしり詰めかけたが、最近は参加者が減っている傾

向にある。その分、余裕をもって子ども達が楽しめていたようだ。（参加者８組１１名） 

●６月３日花壇整備の有志サークル「お花の応援隊」の共催事業について報告。南区合同庁

舎の入り口花壇と、多目的室外のラウンジの花の整備を１５年間続けているボランティア

活動。この日は大雨の中、植え替え作業を行った。（参加者６名） 

○青少年委員会の事業について報告。 

６月２５日の「たなばた飾り教室」は教室といっても堅苦しいものではなく、低学年対

象の事業が少ないため１、２年生を対象に行ったもの。たなばた伝説の紙芝居を観た後、

飾りや短冊作りを行った。短冊にはいろいろな願い事が書いてあり、笹竹を処分した後

も多くの人に見てもらえたらと公民館の２階に掲示した。（参加者１２名） 

７月２７日の「こども工作教室」は、相模女子大の小学部の場所を借りて行うが、昨年

はコロナ感染者が急増した時期で、直前に学校側からキャンセルとなってしまった。今

回はテラコッタ粘土で鉛筆立て作りを３年生以上の小学生が挑戦した。子どもが粘土で

思い思いの作品を作り、相模女子大の窯で焼きあがった作品を後日取りに来てもらった

が、まだ来ていない子もいる。（参加者２４名） 

７月２９日の「セミの羽化観察教室」は、従来は麻溝公園で行っていたが、今回は講師

の提案により相模大野中央公園で行った。公民館で講義を聴いた後、公園へ移動し観察

を行った。セミが羽化するシーンは子どもにも大人にも感動的で、幼虫を見つけると歓

声が上がっていた。ただ、雨など天候によって羽化が見られない場合もあるので難しい

ところだ。（参加者 子ども２０名、大人５３名） 

８月６日の「こどもまつり」は、昨年度第１回目の「プチこどもまつり」を拡大して行

った。４年生以上のこども実行委員１９人が６月から８回の実行委員会で話し合いを重

ね、企画を考えた。今年は、東海大学の学生８人が授業の一環で実行委員会の段階から

関わりながら準備を行った。当日は、公民館の２階に準備した各コーナーをこども実行

委員が担当し、大勢の参加者を出迎えた。参加者は１７３人と昨年の１６０人程とさほ

ど変わらないが、エリアも拡大し賑わいは昨年より増したと思われる。昆虫展示ではダ

ンゴムシレースをやったり、手作りのストラックアウト、いつも人気のあるスライム、

くじびき、新聞紙プールでの宝さがし、一部屋まるまる真っ暗にし、その中を歩くお化

け屋敷と、子ども達が工夫を凝らした各コーナーはどこも盛り上がっていて、特に実行

委員の子どもたちは自分たちで企画したということで気持ちが入っていた。また来年も

ぜひやれたらと思う。（参加者 こども実行委員１９名、参加者１７３名） 

― 質疑応答 ― 

○セミの羽化の観察だが、参加者は子どもが２０人で、大人が５３人というのは、両親以

外にも大人が来たのか？ 

●参加申し込みでは子どもと両親までで受け付けていたが、それ以外の兄姉、祖父母等が 

   

 



 

相模大野中央公園で合流した方があり、結果この人数となったが安全には留意して事業

を行った。 

○サタデーキッズルームで、参加者が少ないようだが、要因は？ 

●コロナ前と後で変化があったが、回復傾向にあると思われる。 

周知方法は、ホームページ、館内のポスター、チラシは近隣の公民館、図書館、子ども

センターへの配架を行っている。 

 

（４）その他 

●利用者団体登録状況について（報告） 

   令和５年６月８日から令和５年９月７日の間、公民館施設予約システムに新規登録申請

が６団体、廃止届の申請が２団体あった。特に相模原デコパージュサークルは、永らく

活動していたが、先生の高齢化等で廃止届が提出された。公民館を利用する際、Sネット

システムで予約を行うが、２年間システムを使用しないと自動的に停止となる。また、

大野南公民館では、各サークルの活動や募集状況の確認のため、毎年更新書類の提出を

お願いしている。現在の登録数は４３６団体となり、第１回の運営協議会での報告数と

ずれが生じるが、Sネット上の実数に合わせた。 

 

  ■その他、質疑等なければ、議事を終了とする。 

 

以 上   

 



大野南公民館運営協議会出欠席名簿 

 氏  名 所 属 等 備 考 出欠席 

１ 中 村 洋 子 大野南公民館長 会 長 出席 

２ 大 木 真 理 谷口台小学校長  欠席 

３ 水 野 正 人 鶴の台小学校長  欠席 

４ 宮 坂 賀 則 大野南中学校長  欠席 

５ 瀨 戸 量 平 相模上原団地自治会長 会計監査 出席 

６ 中 島 千 尋 豊町自治会長 副議長 出席 

７ 廣 川 宇宱見 相模大野自治会長  欠席 

８ 古谷田 作 子 大野南地区民生委員児童委員協議会副会長  出席 

９ 冨 松 和 美 谷口台小学校ＰＴＡ会長  欠席 

10 山 﨑 みどり 鶴の台小学校ＰＴＡ会長  出席 

11 金 子 清 美 大野南中学校ＰＴＡ会長  出席 

12 大 野 幸 治 大野南地区子ども会育成連絡協議会代表  欠席 

13 関 口   潔 大野南地区老人クラブ連合会副会長  出席 

14 長 池 慶 子 文化家庭委員会代表 会 計 出席 

15 伊 藤   明 健康体育委員会代表  出席 

16 登 坂 和 範 青少年委員会代表  出席 

17 荒 井 朋 子 保育委員会代表  出席 

18 阿 部 義 宏 公民館利用者懇談会代表  出席 

19 江 成 仁 乃 公民館利用者懇談会代表  出席 

20 阿久津 明 也 公募委員 議 長 出席 

21 島 田 欣 一 公募委員  出席 

22 竹 内 祥 子 公募委員  出席 

 

令和５年９月８日開催 


